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京都学園大学バイオ環境学部 石田
い し だ

紀郎
の り お

 

 

 今から 35 年ほど前のことである。世間一般の人はほとんど知らないが、当時、大学闘争や市民運

動に関心を持っていた人の間ではその存在を知られていた「婦人民主新聞」に掲載されていた記事

を読んだのがミカン山との出会いであり、省農薬ミカンとの長い付き合いの始まりであった。 

作家の佐多稲子さんが代表であった婦人民主クラブという運動組織の機関紙がこの新聞である。

京大農学部の同僚がこの組織のメンバーであり、京都の活動家であった、彼女に見せられた機関紙

には、和歌山の松本武さんの長男が農薬（ニッソール）で中毒死し、両親が国と製造会社を相手とし

て損害賠償の訴訟を起こし、その裁判が始まったと書かれていた。 

公害現場の調査研究に関係し始めていた私はこの裁判でどのように農薬公害問題が議論される

のかを見聞し、農業と農薬について考えたいと思った。原告の松本さんと連絡を取り、和歌山地方裁

判所での法廷に出向くこととなった。人の命の糧である食糧を生産するために散布した農薬が人の

命を奪っている現実を研究者として考え続けようと思っていたので、考える場をこの裁判の傍聴に求

めたのであった。 

法廷に通い続ける中で、裁判支援の運動の仲間となり、この裁判のために立ち上げた研究会のメ

ンバーにもなり、以来15年にわたって裁判に関係してきたのである。息子の死をミカンの村の中だけ

の悲しみに留めないで、社会の悲しみへと止揚しようとした松本さんの戦いは多くの人々の支援をう

け、15 年の裁判闘争の後に、日本ではじめて農薬製造会社が農薬中毒死に和解金を支払うという

画期的な成果となった。農薬と人と環境を考える歴史的一歩となった。 

その裁判の過程で、「農薬なしでミカンを作ろうかな」という松本さんの弟である仲田芳樹さんの一

言から省農薬ミカン園が始まった。1972 年のことである。私がミカン園を訪れたのはミカンの木が植

えられてから数年の後である。まだ背の低いミカン樹 1000 本を見ながら、なにか手伝えることはない

かと思案した。そして、1977 年から農薬ゼミの仲間とミカン園の病害虫調査に出かけることとなった。

以来、30 年。年間 5 回はこの園にやって来た。さしたる役に立ったかどうか分からないが、私と農薬

ゼミのメンバーが、ミカンのこと、農薬のこと、日本の農業と日本社会のことを考える場になったこと

だけは大きな成果である。数百人がこの園を見ただろう。ミカンという生産物を通じて多くの問題を発

信できたと思っている。 

１編の記事から始まった松本さん、仲田さんとの出会い、ニッソール中毒研究会での中南さんや

植村さんとの出会い、もちろん農薬ゼミメンバーやミカンを販売するようになってからの人々との出会

いがあった。人は偶然と必然との織りなす模様の中で、それぞれ生きているのだろう。いつまで続く

のかは分からないが、省農薬ミカン園通いを続けたい。 
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理学部 2 回生 小川
お が わ

詩
し

乃
の

 

 仲田さんに主に今年のみかんについてインタビューしました。

以下、その内容を簡単にまとめた物です。 

＊編集上、表現は仲田さんの実際の言葉とは違います 

 

◆今年のみかんのできはどうですか？ 

 収量の点で、裏作の年としても、できは悪い方や。花が少なく、

実がついていなかった。何て言ったら良いんやろうか、3年くらい

ずっと表作で収量が安定していたし、過去の疲れが出できたん

やろうな。普通は表があれば裏もあり、3 年も表作が続くというこ

とはない。表作の時にしっかりと摘果をすれば良かったとは思う

けど、欲があるからあまりできない。経済面でも気になるし、良

いみかんだと摘果するのに忍びなくて残しておきたくなるなぁ。 

3 年も表作が続いた原因として、木が 30 代という人間と同じ様

に働き盛りの年齢であるのに加えて、はっきりとは分からないけ

ど、みかんにとって良い条件が重なったからだろう。この様に過

労であったことと、この冬に底冷えしたことが原因で、春に葉が

全部落ちてしまい、枯れ木みたいになってしまった。これは長年みかん作りをしてきて初めての経験や。

みかんは常緑樹なのに、これではまるで落葉樹やなぁ。 

 

◆今年のみかんの味はどうですか？ 

 味は、今年は良い方。みかんの味は夏から秋にかけての、みかんが熟す前の天候が影響する。今年は

夏の気温が高く、9 月以降の雨が少なかったから良かった。気温については季節間の温度差があればあ

るほど、みかんの色づきに影響する。雨については 9 月より前では成長を助ける一因となるけど、9 月以

降の雨が多すぎれば水っぽくなる。だからといって、日照りが続いたら色づきが悪くなる。 

 1 本の木になるみかんの中でも、みかんの向き・高さ・日照量などの影響で、味は変わってくるんや。人

間の腰の高さの位置で下向きに成っているみかんが一番美味しい。木の高い所に成っているみかんは風

などの自然にもまれすぎ、下の方に成っているみかんは日照不足になる。この様に 1 本の木でも変わっ

てくるのに、園全体でみかんの糖度を統一するのは難しいなぁ。人工的に作った物ならできるのかもしれ

ないが、自然が相手では至難の業なんや。 

 

◆来年のみかんはどうなるでしょうか？ 

今年は裏作であったから、来年は花をたくさん咲かすだろう。しかし「花どれ」が起こるかもしれない。

「花どれ」とはみかんの花が自滅すること、すなわちみかんの花が落ちることや。みかんは葉が栄養を吸

い上げるので、葉の量が少ないと花が育たず、花が残ったとしても実が育たない。今年は葉が全部落ち

てしまって、いま木についているのは今年出てきた葉だけなので、心配やなぁ。

省農薬園みかん情報 
今年の使用農薬 
・ジマンダイセン（殺菌剤） 

6 月中旬1回使用 
＊普通のみかん園では、多種の農薬が、

年に10数回散布されています。 

 

 

 

 

 

 

生産者：仲田
な か た

芳樹
よ し き
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エル・コープこども会 藤原
ふじわら

久実
く み

 

  

こんにちは、エル・コープ自主委員会「こども会」です。仲田さんのみかんは石田紀郎さんが 3 年前ま

で理事長をされていた「エル・コープ」という生協を通して、私たちのもとに届けられます。 

 そんなご縁で、「悟の家」をお借りし、省農薬みかん園をフィールドにして、活動を始めたのは 1999 年

のことです。2～3 本の木を選んでもらって、8 月に摘果作業をし、秋には収穫に行きます。悟の家やそ

の近辺で遊ばせてもらったりもしています。 

 

 この 7 年間のこども会の活動ひとつひとつは、私たちにとって大切な学びの場となっています。 

 私たちのもとに届けられるエル・コープ仲田さんのみかんは、大きさもいろいろ、味もいろいろです。

果物屋やスーパーマーケットの、L サイズ 1 パックいくらというようなみかんに慣れていると、何でこんな

にバラバラなのと不思議に思ったりする人もいました。 

 でも、みかん山に来て、1 本の木からみかんを収穫すると、店先で見る「粒ぞろいのみかん」というの

がいかに不自然なものかがわかってきました。1 本のみかんの木には、日当たりの良いところもあれば

悪いところもあります。風通しの良いところ悪いところ、1 本の枝に実が多いところ少ないところ、若い木

や老齢な木、いろいろな木があります。それらの要因が複雑に絡み合って、十人十色の様々な実がで

きる、それが自然で当たり前の事なんだと、体験の中で知ることが出来ます。 

 秋には「枝のこのあたりについているのがおいしいよ。」と仲田さんに教えてもらったり、大きくなりす

ぎて売り物にはならないというみかんを試食したりしながら、子どももおとなもひとつひとつみかんをは

さみで切り取っていきます。大きな木に何個みかんが成っているか数えたりします。3 年目、4 年目と収

穫の回数を重ねた子ども達は、どのみかんがおいしいか、とてもうまく見分けることが出来ます。最初

は、枝のこのあたりとか、教えてもらった場所から選ぶのですが、経験を重ねた子どもに、「おいしいみ

かんはどうやって探すの」と聞くと「フィーリング」とか、「私を食べてって呼んでいるみかん」とか「第 6

感」とか答えてくれるようになります。みんな経験を通して、自分にしか分からない微妙な色や形の違い、

日や風の当たり具合、熟り方の違いを感じ取る能力を身につけていくのです。 

 仲田さんは、収穫された 2 つのみかんを見て、どっちが甘いか簡単に当てることが出来ます。また、

「このみかんは、木のこのあたりの枝に、こちらを向いて、葉っぱがこうかぶっていたみかんだろう」とま

るで見ていたかのように説明して下さいます。私たちには、そこまでは、到底わかりませんが、「みかん

にはいろいろある」というごくごく当たり前のことを学び、みかんの育つその自然の中で、子どもたちも

私たちも、みんな一緒に成長してきたように思います。 
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  今年の夏、みかん園に行った時には、例年よりもみかんの数が少ないということが、私達にも分かり

ました。「3 年続きの豊作だったからねえ、今年はお休み。春には葉っぱ全部落ちたけど、木が元気に

なってきてよかったよ。」と仲田さんはおっしゃっていました。「人もみかんも働いたら休まなきゃねえ。働

きすぎたらいい仕事はできない」みかん園で学んだ教訓です。 

 今年のみかんは、どんな味がするか楽しみです。最後になりましたが、みかん作りを通して大切な知

恵を私たちに伝え続けてくださる仲田さん、そして、省農薬みかん園や「悟の家」を管理しながら研究活

動を長く続けておられる京大農薬ゼミの皆様に、この場をお借りしてお礼申し上げます。 

 

  私たちがみかん山で取り組んできたこと、またそこで子どもとおとなが共に学んできたことをまとめて、

昨年「天空の果樹園 みかん山」という報告写真集を作りました。みかん山の「悟の家」と「京大農薬ゼミ

の事務所」の 2 カ所に置いて頂いてますので、機会があればご覧下さい。 

 

 

 

 
 
 
 
 

仲田さんと子供達 

報告写真集 

「天空の果樹園 

みかん山」 
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エネルギー科学研究科修士 2 年 藤本
ふじもと

菜
な

保
ほ

 

 

皆さんのお手元にあるミカンは、どんな木になっていたのでしょう？ 

農薬ゼミがお届けするミカンは、ミカン園のオーナー仲田さんご夫妻と農薬ゼミのメンバーによって

収穫されています。ミカン園には 1000 本の木があります。1 本の木にも、豊作の時と不作の時があり、

豊作の時には 1000 個以上実をつける木も、不作の時には 1 つも実をつけなかったりします。 (写真 1 : 

豊作の木、写真 2 : 不作の木)。1000 本の木になっているミカンを一個一個、全て手作業で収穫してい

きます。小さなハサミを使ってミカンを木から採ります (写真 3、4)。 

これは、和歌山だけで見られる「片手採り」という方法だそうです。背丈の高いミカンに対応した方法

で、ミカンを人差し指で押さえながら、他の指でハサミを使って枝から採ります。採ったミカンは首から吊

り下げている籠に入れ、この籠がいっぱいになるとコンテナに移します。そしていっぱいになったコンテ

ナを運びだし、保管場所へ移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            写真 1：豊作の木                      写真 2：不作の木 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年度 

秋調査の様子 
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  以上がミカン園の収穫の流れです。しかし、農薬ゼミのメンバーが実際に作業をするときには、うま

くいかないことが沢山あります。まず、片手取りはなかなかできず、たいていの人は両方の手を使って

ミカンを採ることになります。この時にミカンの実がハサミで傷付かないようにとか、枝がヘタに残らない

ようにということに気を付けます。ミカンのヘタに枝が残っていると、トゲの様に他のミカンを傷付けてし

まい、そこから腐ったり痛みやすかったりするためです。次に難しいのが、木になっているミカンを全て

採りきることです。自分の背丈くらいまでの高さなら手を伸ばしたり、木の中にもぐり込んだりして採りま

す。さらに高いところは、木に登ります。ミカンの木は丈夫でよくしなるけれど折れないので、一本の木

に大人が二人くらい登っても平気です。おいしそうなミカンの実は陽がよく当たる枝の先端になっていま

す。色々な体勢になりつつも枝の上で上手にバランスをとりながら、採り残しがないように作業を進めま

す。 

 一つ一つミカンを収穫する作業は地味なのですが、一本の木を収穫しきったときや、ミカン山全体が

オレンジ色だった景色が緑一色に変わっているのを離れたところから見ると、何とも言えない達成感が

得られます。また、同時に大きな喜びも感じられます。この喜びは食べ物を自分の手で収穫することか

ら生まれる感情であり、普段食べ物を食べたり、お店で買ったりして生活をしていると、なかなか気付く

ことができないものです。そして同時に自然や農家の方への感謝の気持ちも生まれてきます。 

 毎日作業をして実の成長を見てきた仲田さんは、収穫の際に、私たちとはきっとまた違う達成感、安

心感、これからの作業についてなど色々な感情を持たれているのかと思います。去年の年末、すべて

のミカンを取り終えたときの仲田さんの「これで、安心して年が越せるなあ」という一言はとても印象的

でした。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      写真 4：片手取りの手元の様子 

 
      写真 3：片手取りの様子 
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農学部 2 回生 富
とみ

山
やま

博喜
ひ ろ き

 

 夏にミカン山に行ったとき、なかなか寝付けなかった私は、ひとり「悟の家」からミカン園まで散歩する

ことにした。すでに時間は夜の 12 時ぐらいであったかと思う。ホタルでも見られればラッキーだな、と思

いつつ夜の暗がりに向けて山に入った。山と言ってもミカン園までは、アスファルトで舗装されている。

いや、もしかしたらアスファルトの捨て場所に困ったヤツが、きれいに道になるように捨てただけかもし

れない。 

そんなことを考えながら歩いていたら、ふと、辺りがあまりにも暗いことに気づいた。初めは、目が暗

闇に慣れていないせいかと考えた。しかし常夜灯しか点いていない部屋で目を閉じて十分時間がたっ

た後で外に出たのだから目は慣れているはずだった。ビタミンＡが不足しているとは考えたくなかった

ので、月も街灯も無いから暗いのだと思った。目の届く範囲には自動販売機なんて無かったし、民家の

明かりも深夜のせいか見当たらなかった。 

ミカン園の途中にはガードレールも無しに谷になっている場所がある。そこは、昼は海や谷向こうの

集落などが一望できる名もない展望台だが、夜は、特に月も出ないこんな凄い夜には、暗闇に対する

恐怖のうえに落下の恐怖をあたえる最高のスポットだった。もしこんな人気の無い道でこんな時間に誰

かとすれ違ったらどうしよう。トラブルになっても誰も目撃者はいないし何が起こっても証人はいない。も

しかしたらすれ違うヤツは人間じゃないかもしれない。 

周りに人や明かりがないのがこんなに怖いなんて…と思ったら、暗がりから豆狸みたいな妖怪がひ

ゅうっと現れるような気がしたので急いで帰った。帰ったらぼんやりと光るものが落ちていたので近寄っ

てみたら、ホタルだった。ラッキーだなと思って、布団に入った。 

 

 まだ電気が無かった時代には、こんな思いをした人がたくさんいて妖怪が教育的な意味で存在しただ

ろう。悪い子には妖怪が来て、と言う類の話はもう聞かれない。あれほどの闇ならばそこにあるはずの

無いイレギュラーなものがあれば誰しも驚くに違いない。教育的でなくても妖怪が存在しそうだった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

皆さんはみかんにゴマの様な物がついているのを見たことがありませんか？お手元にある農薬ゼミのみ

かんの中にはきっとついているものがあるでしょう。「ゴマがついているみかんは美味しい」と聞かされて育

った方もいらっしゃるみたいです。みかんの中身には関係ないはずなのですが･･･。 

実はこのゴマ、「ヤノネカイガラムシ」という虫なのです。もちろん、みかんの皮を剥いて食べる分には支

障ありません。ただ、省農薬みかんだから皮をマーマレードにするという方は要注意ですよ！ 

ちゃんと除いて下さいね！！ 
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2006 年 4 月 25 日、兵庫県の JA 職員本野一郎氏の講演会を開催しました。 

本野さんの著書「いのちの秩序－農の力」をもとにした講演会だったので事前学習として本をもとに

ゼミを行いました。事前学習の段階で既に本野さんワールドが展開されていたのですが、実際にお会

いして感じたことは自分というものをしっかりと持っていらっしゃるということでした。講演会や懇親会で

本野理論を語って下さっている時は目が輝いていました。また、とてもユニークで家族思いな方でした。

本から熱意のある方というのは伝わっていたのですが、講演会の後での懇親会での皆を盛り上げるお

茶目な様子は想像できませんでした（笑） 

「いのちの秩序－農の力」では、本野さんが JA に身をおいて考え実行し夢に描いたこと、本野さんに

多大な影響を与えた有機農業のこと、これからは「たべもの協同組合」に向かうだろうという本野さんの

視点から JA についての取り組みについて、本野さんが JA で方針化し実践的に生み出そうとしている

「たねとりくらぶ」や「たべもの通貨」のことなどが書かれています。興味のある方はぜひ一度手にとって

みてはいかがですか。 

 

◆本野一郎氏講演会の内容概略◆ 

みかん日記（農薬ゼミブログ）より抜粋 

【グローバリズムと農業】 

 本野氏が自らの活動の中で考え感じてきたこととインドの女性活動家バンダナ・シバの著書から、緑の革命、イラク

戦争、また日本の農業を取り巻く問題は、同じ社会構造から引き起こされたものであるという結論を得る。 

 緑の革命によって、ハイブリッド種子、化学肥料、農薬、そして大量の灌漑用水を必要とする農業が導入された。そ

れによって資源配分など従来の地域の均衡が崩れ、農村間の争い（シーク教徒とヒンズー教徒の争い）が引き起こ

された。日本では、WTO 関税撤廃の流れで外国産の農作物がどんどん入ってくる中で自給率は下がり続けた。日本

の農業は衰退し、食料を外国に依存しなければ成り立たない現状である。 

 つまり、大きな力を持った外部からの圧力によって地域で守ってきたいのちの秩序が壊されるという構造は極めて

類似しており、その大きな力は同じ人たちによって行使されているのである。 

【たべもの共同社会への道】 

 本野氏は、以上に述べた様な社会の構造に疑問を持ち、市場経済と対峙するもう一つの道「たべもの共同社会」へ

の道を模索している。そのための数々の実践の中から「たべもの通貨」を紹介する。 

 地域通貨の存在を広く社会に知らせたミヒャエル・エンデにアイデアを得てたべもの共同社会の仕組みを体現する

「たべもの通貨」の実践を始めた。「たべもの通貨」は、お金の持つ三つの役割（交換・貯蓄・投資）のうち交換機能の

みをもっている。投機や貯蓄によって必要以上に巨大化したマネー世界を切り離し既存の経済とは違う仕組みの社

会、つまり「たべもの」を軸とするいのちの秩序を基本とした社会を再構築する試みである。 
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農学研究科修士 2 年 脇田
わ き た

千鶴
ち づ る

 

「消費者は今、何を求めているのか」それは商売をする者にとって、絶えず考えなくてはならない永

遠のテーマです。毎年ミカンをお届けしている我々農薬ゼミも例外ではありません。農薬ゼミの場合、ミ

カンがたくさん売れてほしい！というミカン商人としての思いはもちろんですが、「省農薬は可能である」

という合言葉の目指すところを伝えたい！というゼミ員としての思いを実現するため、世間の皆様が何

を考えどんな基準でミカンを選んでいるのかを知ることは、とても重要な手がかりとなります。 

農薬ゼミでは、1982 年度に消費者の選好・消費動向などの調査を行い「省農薬でミカンを作る（2）−

選好・試食調査報告—」と題してその結果を発表しました。それから 20 年余り経過しましたが、その間に

生産量、消費量、農薬使用量、ミカン園の耕地面積、オレンジの輸入自由化など、ミカンを取り巻く様々

な社会背景は大きく変化しました。 

また、我々農薬ゼミが調査・販売を行ってきた省農薬のミカン園も、この 20 年間で大きく様相を変え

ました。天敵の導入などの効果が現れ、病害虫の発生度は格段に減りました。それと同時に、園が成

熟期を迎え、品位・品質共に非常に良い時期を迎えています。 

 そのような変化を経た今、消費者の皆様は私たちの省農薬ミカンをどのように評価するのでしょう

か？そして、現在の消費者はどのようなミカンを望んでいるのでしょうか？答えの手がかりを求めて、

1982 年度と同じ京都市左京区高野第三住宅にてミカン選好及びアンケート調査を実施しました。またそ

こには、長年行って来た省農薬ミカンの販売をはじめとする農薬を省く運動を、「今」という時代の中で

改めて捉え直したいという思いもありました。20 年前に行った調査と現在の消費者を対象とした調査の

比較から得られた二つの結論を、ここでお伝えしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003 年度 

選考調査の様子
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■品位向上のための農薬はいらない 

1982 年度の調査結果では、省農薬ミカンの品位(見ため)が防除ミカンの品位に比べて著しく悪かっ

たこと、また、無農薬や省農薬の作物がまだ一般的でなかったことから、品位の良さが消費者の選好

の上で重要な基準となっていました。しかし 2003 年度の調査では、今の省農薬ミカンの品位であれば

被験者全体で見た選好結果には影響を与えないことが明らかになりました。すなわち、品位向上を目

的として過剰に用いられる分の農薬を省いてもミカンの売れ行きは下がらないと推測されるということ

です。この見地は、今回の調査で得られた大きな収穫です。この結果が、厳しすぎる一般の品位基準

を見直し、不必要な農薬を省いてゆくための一歩となることを大いに期待したいと思います。 

 ただし、安全性を選択基準として重視しない層の消費者は依然として品位の良いミカンを求める傾向

にあることから、品位と品質の関係について、より一層の啓発活動の必要性が明らかになりました。 

 

■ 省農薬ミカンをより広く受け入れてもらうために 

「近所」という理由でミカンの購入場所を選ぶ消費者が 60%近くを占めることが調査からわかりました。

農薬ゼミの省農薬ミカンは注文販売の形式をとっていますが、省農薬栽培作物全般が今後マーケット

を広げていくためには、特別な購入経路ではなく日常の生活圏内で購入できることも重要なポイントで

はないかと思われます。 

 食品の安全性に対する関心が高まってきたと言われていますが、値段・味・鮮度が選択基準の上位

に挙げられることは、20年前と変わりませんでした。安全性を選択基準の上位としない消費者層へマー

ケットを拡大するためには、まず前提として、消費者が納得できる適正な価格設定を行った上で、味・鮮

度において消費者の求める品質を満たし、品質の良さを消費者に伝えることが必要です。その上で、省

農薬ミカンの特徴である「安全性」や、省農薬ミカンを消費することによる社会的な効果をアピールして

いくことが重要であると言えるでしょう。 

 

※詳しいデータを載せた報告書は、農薬ゼミホームページからダウンロードできます。ご希望の方は郵

送もいたしますので、ご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2003 年度 

選考調査 

準備の様子 
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       農学研究科修士 2 年 山崎
やまさき

香織
か お り

 

 暗闇の中にぽつんと光る灯り。京都から和歌山へやってきた私たちを優しい灯りで出迎えてくれたの

は、みかん山の拠点である小屋「悟の家」。それが、みかん山との初めての出会いでした。 

 あれから丸 5 年、と書く日がもう来たのかと感慨に耽る前に、私が見てきた農薬ゼミの風景を少し振り

返ってみようと思います。「農薬ってなぜ使っているのだろう？」とか「遺伝子組み換えって何？」など生

活する中でふと湧いた疑問を持ち寄り、率直に議論できる場が農薬ゼミでした。レジュメを見返すと、右

も左も分からない新入生が、ゼミメンバーの様々な興味や意見に触れて、少し成長してきた（と信じた

い）様子が垣間見られます。毎週のゼミの他に、語りの場として何よりも楽しかったのは、みかん山の

たき火のそばです。さながら星空教室といった感じで真面目な話をすることもあれば、野外居酒屋とな

って酒を片手につまみを作ることもありましたが。みかん山に集う様々な人達との語らいは貴重な思い

出です。 

 みかん販売では、さらに大勢の人達と出会い、みかんを通じて多くのことを学びました。心のこもった

励ましのお手紙やメッセージ、厳しいご指摘、雪の日の配達など、強く印象に残っている出来事はみか

んの季節になる度に思い出します。特に会計を担当した時に感じたのは、みかんの重さとお金の重み

でした。配達の朝、大学で荷下ろしをする 1000 箱ものみかん箱の山は、早起きの身体にずっしりとくる

重さです。そして、それがお金となって手元に戻ってきた時は、農家の生計という重みをひしひしと感じ

ました。農家とお客様の関係が目に見えるという点が省農薬みかん販売の特徴の 1 つですが、1 年間

の世話の賜物であるみかんがお金となって戻ってくるのが文字通り「目で見える」のは、私たち橋渡し

役の醍醐味だと思います。 

販売に関わる一人として私が大切にしてきたのは、消費者の安心・安全だけではなく農家の安全や

環境に目を向けた取り組みである点を理解してもらうこと、ニュースレターやホームページを通じて農家

や農薬ゼミを知ってもらい信頼関係を作ること、みかんは個性を持つというのを受け入れてもらうことの

3 点です。みかんの個性とはみかんの見かけや味を指しています。一般に売られているみかんは大き

さや糖度で分けられており、規格外のものは商品とは見なされません。しかし、私たちは収穫されたす

べてのみかんを売るため、お届けするみかん箱には大小さまざまなみかんが入っています。みかんは

生き物であり、大きな、小さな、甘い、酸っぱいなどいろんな実がつくものなんだというのを発見して、丸

ごと一本を味わって頂ければと思います。 

大学 1 回生の頃から農薬ゼミで活動してきた中で意識してきたのは、「省農薬みかんのあり方」です。

農薬を省くという挑戦は継続してこそ意味をなすという点で、農家の仲田さんと農薬ゼミの長年の取り

組みは貴重なものだと思います。ただ、農薬を減らすという取り組みが市民権を得、また安心・安全が

食のキーワードとして広まる中で、私たちの取り組みの意義を省農薬だけに限らず広く捉えていく必要

があると考えます。私たちがお届けする省農薬みかんが持つメッセージを、お客様一人ひとりに改めて
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考えてもらえればと思っています。 

 私と、同級生のゼミメンバーはあと少しで農薬ゼミ（と大学）卒業を迎えます。次はみかんの客と OB

の一人として、活動を応援していきたいと思います。またいつか、仲田さんの優しい笑顔と悟の家の灯

りの下の語らいを求めて、みかん山に足を運ぶのを楽しみにしつつ… 

 
 

 

農学部 2 回生 太田
お お た

健
けん

 

 農薬ゼミの一時代が終わろうとしています。 

 京都大学の学生を中心とした農薬ゼミの現在のメンバー10 名強。その半分くらいを占めるのが大学

院 2 回生。その院生 2 回生の世代が今年度で卒業して、農薬ゼミを去っていきます。現在、生憎その後

の院生 1 回生、そして学部生 4 回生のメンバーがいないため（みかん販売等に関わってくれる方はいる

ので、日常的にゼミに参加している人がいないという意味で）、来年は大幅な世代交代の年になるので

す。 

 私は今年で大学 2 回生。まだ農薬ゼミ、みかん販売に関わって二年目なのですが、ゼミに参加するよ

うになってから、大学院 2 回生の方と自分との間の圧倒的な知識や能力の差を感じていました。今でも

そうです。実際、大学での顔も広いですし、パソコンのスキルも私とは比べものになりません。そうした

農薬ゼミのブレインが来年は抜けてしまうのです。 

 しかし、悲嘆に暮れている暇はありません。そういう時代の節目に私たち次世代に課された使命は、

そうした知識・技術の吸収です。ということで、今年度のゼミの活動のメインテーマを「知識・技術の継

承」にすることにしたのです。前期のゼミでの勉強会でのテーマを農薬ゼミ発足のきっかけとなった農

薬裁判や、農薬ゼミの省農薬みかん園の遍歴などに絞り、農薬ゼミ自体をもう一度見つめなおすことに

しました。また前期には新入生歓迎も兼ねて、兵庫県の JA の職員の方を呼んで講演会を開きました。

現 JA を改革すべきでないかという意見を多数聞く現在、JA 職員という内側の意見を聞くことができた

のは有意義だったと思います。事前勉強会も入れると一ヶ月以上かけて準備したのですが、講演会も

私たち2回生にとって初めての試みだったのでいい経験になりました。現在後期の真只中ですが、後期

はほとんどみかん販売にかかりっきりになるので、これまた大変です。技術というのはほとんどがみか

ん販売に関わることであり、毎回毎回教えてもらうことはもうないかどうか、心配になってオロオロして

います。しかし、二度目ということで慣れてきましたし、オロオロしながらも確実に腕を上げていっていま

す。 

 一時代が終わるということは、新しい時代の幕開けということでもあります。幕開けと同時に新しい試

みなどができるようになればと思っているので、その時のためにも今年度中にできる限りの成長を遂げ

たいと思います。 
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情報学研究科修士 2 年 西原
にしはら

啓史
け い し

 

 2006 年 5 月に農薬ゼミのホームページをリニューアルしました。新しいホームページのコンセプトは 2

つあります。1 つ目はどんな環境（設定）のパソコンから見ても見やすくなっていること、2 つ目はブログ

と連携して日々のゼミの活動を分かりやすく積極的に発信していくことです。 

 前回のホームページは 4 年程前に作成したものでしたが、内容の更新が面倒なため、いつの間にか

更新されないままになっていました。しかし、インターネットで情報を発信する技術は日進月歩で、今で

はブログという日記風のホームページを簡単に作ることができるようになっています。 

 農薬ゼミでもホームページとともにブログを立ち上げて、普段のゼミ活動や省農薬ミカン園の情報は、

ブログの方で定期的に発信するようにしました。そしてホームページの方では、農薬ゼミで実施した調

査の報告書や病害虫調査の結果レポートなど詳しい内容の情報を随時、発信していきたいと思ってい

ます。 

 ブログは単に情報を発信するだけでなく、読者が記事の内容に対して意見（コメント）を送ることができ

ます。私たちから読者の方に一方的に情報を送るのではなく、双方向に情報が交換できるので、疑問

や意見を寄せていただくのに非常に便利な機能です。リニューアルしたホームページを公開した直後、

ある読者の方から新しいホームページの内容がうまく表示できないとのコメントを頂き、私たちが気づ

かなかったミスを教えて頂き修正できたというエピソードがありました。 

 新しくなったホームページとブログ、是非一度たずねてコメントをお寄せ下さい。 

 

ホームページ http://dicc.kais.kyoto-u.ac.jp/KGRAP/ 

ブログ  http://blog.goo.ne.jp/nouyakuzemi/ 

 

 

 

理学部 2 回生 小川
お が わ

詩
し

乃
の

 

 今年度は News Letter の編集という大役をさせていただきました。最初はどんな風にすれば良いのか

全然見当がつかなかったのですが、17 号もの数がある過去の News Letter に目を通すうちに、個々の

News Letter には個性があるように感じました。きっと歴代の編集者の個性が表れているのでしょう。だ

ったら今年の News Letter は私の個性が出ても良いのではないかと思い「私が読者だったら、どんな記

事が読みたいか、どんな事を知りたいか」という観点から News Letter を作ることにしました。この News 

Letter 編集にあたり、多くの方にご協力していただいた事に、この場を借りてお礼を申し上げます。あり

がとうございました。 

News Letter の 

写真もカラーで 

掲載しています 
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京大農薬ゼミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主活動ゼミ 

1978 年京都生まれ 

 

1967 年和歌山のミカン園にて起きた農薬中毒事件をきっかけに、「農薬を減らした農業（省農

薬）は可能である」を合い言葉に、学習活動を続けています。 

ゼミの特徴は単に「農薬は減らせる」と主張するだけでなく、和歌山の省農薬ミカン園をフィー

ルドとして、実際に農薬を省いたら農業はどうなるのか、農薬を減らして栽培したミカン園では

害虫や病気がどうなるかを、栽培に関わりながら実践的に調査研究を続けてきました。 

その調査のための基本となる農薬や環境に関する知識や理論を勉強するゼミを毎週金曜日

に開催しています。興味を持って下さった方は、お気軽に下記の問い合わせ先にご連絡の上、

是非一度足をお運び下さい。 

 

著作：『省農薬ミカン栽培の可能性〜病害虫被害解析と経済分析〜』（1996） 
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2006 年 12 月 1 日 第 1 版発行 

今年度は冷害による不作の影響で、様々な方にご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。 

ミカンや京大農薬ゼミに対するご意見、ご批判、ご要望などございましたら、どのようなことでもお

寄せ下さい。 

皆さまからのお声を励みにして、これからも活動していきたいと思っています。 


